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子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
！

　   
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

少子化対策

　

６
月
１
日
厚
生
労
働
省
は
、
１

人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も

の
数
が
、
５
年
連
続
で
過
去
最
低

を
更
新
し
、
平
成
17
年
の
出
生
率

は
１
・
２
５
と
な
っ
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
日
本
の
年
間
出
生
数

は
、
昭
和
48
年
以
降
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
全
国
的
な
少
子
化

対
策
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
出
生
数
は
平

成
7
年
の
町
全
体
２
２
５
人
に
対
し

平
成
17
年
は
１
５
２
人
と
10
年
間
で

73
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
生
率
も

平
成
7
年
に
２
・
０
９
で
あ
っ
た
の
対

し
、
最
新
の
統
計
で
あ
る
平
成
12
年
で

は
１
・
７
８
に
な
り
、
短
期
間
で
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
影
響
は
、
社
会
的
影
響

と
経
済
的
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
的
影
響
と
し
て
は
、
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
小
・
中
学
校

の
複
式
学
級
化
・
統
合
、
地
区
行
事

の
縮
小
・
存
続
不
能
な
ど
地
域
や
自

治
体
の
活
力
の
低
下
・
崩
壊
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
子

ど
も
の
発
育
に
と
っ
て
、
兄
弟
数
の

減
少
や
同
世
代
の
減
少
は
、
切
磋
琢

磨
し
社
会
性
を
育
み
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
機
会
を
減
少
さ
せ
、自
立
し
、

た
く
ま
し
い
若
者
へ
と
育
っ
て
い
く

こ
と
を
よ
り
困
難
に
し
ま
す
。

　

経
済
的
影
響
と
し
て
は
、
生
産
年

齢
人
口
や
労
働
力
人
口
の
減
少
が
、

消
費
、
貯
蓄
な
ど
一
連
の
経
済
活
動

を
鈍
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
給

付
と
負
担
に
関
す
る
不
公
平
感
が
高

ま
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
少
子
化
の
進
行
は
、

将
来
的
に
社
会
の
存
続
に
関
わ
る
重

大
な
問
題
で
す
。

①
未
婚
率
の
増
加
と
晩
婚
化
の
進
展

　

近
年
、
い
わ
ゆ
る
結
婚
適
齢
期
の

男
女
の
未
婚
率
が
急
速
に
高
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
晩
婚

者
の
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
30
代
、
40
代
の
男
女

未
婚
者
数
が
、
平
成
7
年
に
７
３
４

人
だ
っ
た
の
が
、
平
成
12
年
に
は

８
８
２
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
特
徴

と
し
て
、
圧
倒
的
に
男
性
の
未
婚
者

数
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

結
婚
し
、
出
産
す
る
こ
と
が
、
ま
だ

ま
だ
一
般
的
な
本
町
で
は
、
若
者
に

定
住
し
て
も
ら
い
、
結
婚
し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
少
子
化
対
策
に
繋
が
り

ま
す
。

原
因
は
？

影
響
は
？

状
況
は
？

香美町におけ出生届数の推移

（件）

年
香
住
区

村
岡
区

小
代
区

計

平成  2 年 160 60 21 241
平成  7 年 156 52 17 225
平成 12 年 115 44 14 173

平成 17 年 97 36 19 152

町民課窓口調べ

2

香美町内の未婚者数（30代、40 代）の推移

（人）

年

香
住
区

村
岡
区

小
代
区

合　

計

男 女 男 女 男 女 男 女 計
平成  2 年 294 73 163 27 71 7 528 107 635
平成  7 年 330 105 185 24 78 12 593 141 734
平成 12 年 405 134 206 45 74 18 685 197 882

資料：「国勢調査」

※平成 17 年度分は、「国勢調査」の集計が未発表



・
離
乳
食
教
室
・
幼
児
食
教
室

・
両
親
学
級

・
遊
び
の
教
室

　

遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
と
の
関
わ
り

　

方
な
ど
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

・
妊
婦
・
乳
幼
児
の
訪
問
指
導

・
児
童
館
の
運
営
（
香
住
地
域
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
）

　

児
童
厚
生
員
を
配
置
し
、
い
つ
で
も

　

安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
て
い

　

ま
す
。

・
児
童
健
全
育
成
環
境
づ
く
り
事
業

　

区
（
集
落
）
が
児
童
の
遊
び
場
を
整

　

備
す
る
場
合
に
経
費
の
一
部
を
補
助 

   
し
ま
す
。

・
子
育
て
子
育
ち
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
身
近
な
相
談
、
指
導
な
ど

　

が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
開
催
し

　

て
い
ま
す
。

④
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

・
保
育
所
の
運
営
と
支
援

　

通
常
保
育
の
ほ
か
、時
間
外
保
育（
延

　

長
保
育
）、
一
時
保
育
（
へ
き
地
保

　

育
所
を
除
く
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

　

昼
間
仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
い
な
い

②
教
育
費
負
担
増
と
家
事
や
育
児
に

対
す
る
考
え
方

　

1
人
の
子
ど
も
を
成
人
さ
せ
る
に

は
、
２
，
０
０
０
万
円
必
要
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
持
つ
親

に
と
っ
て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
が

と
て
も
大
切
で
す
。
核
家
族
化
が
進

む
都
会
に
比
べ
、
本
町
の
よ
う
に
三

世
代
同
居
が
多
い
ま
ち
で
は
、
家
庭

内
で
の
育
児
が
可
能
で
あ
り
、
女
性

も
就
労
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
18

年
3
月
に
本
町
が
行
っ
た
「
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
策
定
町
民
意
識
調

査
」
の
集
計
で
は
、「
家
事
や
育
児

は
女
性
の
仕
事
」
と
い
う
考
え
方
が

根
強
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
現
役
世
代
の
夫
婦
が
と
も
に

就
労
で
き
る
家
庭
環
境
に
あ
り
な
が

ら
、
現
実
は
結
婚
後
の
女
性
の
就

労
を
勧
め
な
い
雰
囲
気
も
あ
る
の
で

す
。

　

少
子
化
を
阻
む
た
め
に
は
、
若
者

の
定
住
と
結
婚
を
促
進
し
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

早
急
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
若
者
定
住

・
企
業
立
地
の
促
進

　

若
い
人
達
が
働
け
る
場
を
確
保
す
る

　

た
め
に
、
企
業
立
地
を
促
進
し
ま
す
。

・
若
者
定
住
対
策
（
住
宅
支
援
）

　

本
町
に
転
入
及
び
世
帯
分
離
で
町
内

　

転
居
さ
れ
る
若
者
が
住
宅
を
新
築
・

　

中
古
住
宅
の
取
得
、
借
家
を
行
う
際

　

に
奨
励
金
の
交
付
な
ど
を
し
ま
す
。

　

（
詳
細
は
、　

広
報
「
ふ
る
さ
と
香
美
」

　

平
成
18
年
6
月
号
（
第
15
号
）
の

　

8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

②
結
婚
対
策

・
若
者
交
流
事
業

　

8
月
に
香
住
区
で
「
海
の
つ
ど
い
」、

　

11
月
に
村
岡
区
で
「
山
の
つ
ど
い
」

　

の
計
2
回
開
催
し
、
若
者
に
出
会
い

　

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

※
こ
れ
ま
で
、
村
岡
区
で
9
組
、
香

　
　

住
区
で
3
組
、
小
代
区
で
1
組
の

　
　

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

③
出
産
・
育
児
の
支
援

・
妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
康
相
談

・
乳
幼
児
健
診

・
２
歳
児
歯
科
検
診
（
歯
科
相
談
）

　

家
庭
の
児
童
（
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

　

４
年
生
）
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

　

に
開
設
し
ま
す
。

　
　

村
岡
区
は
、
通
年
２
ケ
所

　
　

香
住
区
は
、
夏
休
み
中
１
ケ
所

⑤
子
育
て
へ
の
経
済
的
支
援

・
妊
婦
後
期
健
康
診
査
費
助
成
事
業

　

（
詳
細
は
、　

14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。）

・
乳
幼
児
医
療
費
償
還
払
制
度

　

（
詳
細
は
、　

13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。）

・
児
童
手
当
の
支
給

　

子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
児

　

童
手
当
と
し
て
支
給
す
る
国
の
制
度

　

で
す
。
本
年
度
か
ら
制
度
が
一
部
改

　

正
さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校

　

6
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
所
得
制

　

限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

（
詳
細
は
、
広
報
「
ふ
る
さ
と
香
美
」

　
　

平
成
18
年
5
月
号
（
第
14
号
）
の

　

8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
・
福
祉
課

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

役
場
総
務
部
企
画
課

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

○
対
策
は
？

香美町における婚姻届数の推移
（件）

年
香
住
区

村
岡
区

小
代
区

計

平成  2 年 83 37 9 129

平成  7 年 66 26 12 104

平成 12 年 65 22 4 91

平成 17 年 51 28 5 84

平成2～ 12年は、「兵庫県統計書」による
平成17年は、窓口調べ
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　少子化対策には、結婚です。相談員と
町行政とが連携し、まずは、町内在住の
未婚者に結婚してもらえるように出会い
の場を設けてほしいのと、そうした場を
定期的に続けてほしいです。
　結婚相談員は、結婚のきっかけ作りを
しています。家庭内はもちろん町全体で
「結婚しよう」という雰囲気を盛り上げて
いく必要があります。

ちょっと一言！

香美町社会福祉協議会
　結婚相談員
　阿瀬義光主任
　（村岡区味取）
相談員 23年目！

「結婚しよう」を盛り上げて！

　但馬管内の調査では、毎年、高卒就職
希望者の半数以上は地元に残りたいと考
えています。実際、平成 17 年度も学校紹
介での就職希望者のうち但馬管内の企業
に約半数の方が就職されました。ただし、
香美町で若者の就職を増やすためには、
企業の新規参入や規模拡大を推進し就職
先を確保することも大切です。それらが
町の活性化の起爆剤となり、若者の定住
などに繋がればよいと思います。

ちょっと一言！

ハローワーク香住
豊岡公共職業安定所
　香住出張所
　夜久寿明所長

新企業の参入を活性化の起爆剤に！
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Q1　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
と
デ
ジ
タ  

ル
テ
レ
ビ
は
何
が
違
う
の
か
。

A1　

映
像
や
音
声
を
０
と
１
の
デ

ジ
タ
ル
信
号
に
置
き
換
え
て
送
信

す
る
こ
と
が
デ
ジ
タ
ル
方
式
で
す
。

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、

よ
り
高
品
質
な
（
テ
レ
ビ
画
面
が

二
重
映
し
に
な
る
「
ゴ
ー
ス
ト
」

や
雑
音
の
な
い
）
映
像
と
音
声
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
高
画

質
・
高
品
質
な
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
、
い
つ
で
も
必
要
な
情
報
が
得

ら
れ
る
デ
ー
タ
放
送
、
双
方
向
サ
ー

ビ
ス
、
ワ
ン
セ
グ
サ
ー
ビ
ス
（
移
動

体
・
携
帯
端
末
向
け
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
高
度
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
可

能
と
な
り
ま
す
。

Q2　

平
成
23
年
７
月
24
日
以
降
は
、

全
国
ど
こ
で
も
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視

聴
で
き
な
く
な
る
の
か
。
こ
の
日
に

全
国
一
斉
に
放
送
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
。

A2　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
に
係
る

周
波
数
の
使
用
期
限
は
、
法
令
で
平

成
23
年
７
月
24
日
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
日
ま
で
に
は
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
放
送
終
了
の
具

体
的
手
法
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
時

間
的
な
余
裕
を
も
っ
て
地
域
の
視
聴

者
に
告
知
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
受
信
機
の
地
域
ご
と
の
普
及
状

況
も
勘
案
し
、
条
件
が
整
っ
た
地
域

か
ら
放
送
を
終
了
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Q3
な
ぜ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
移
行
す
る
の
か
。

A3
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
高

精
細
な
画
像
の
実
現
等
映
像
・
音
声

の
高
品
質
化
の
ほ
か
、
今
ま
で
に
な

い
高
度
で
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
、
電
波
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
完
了
後
は
、

従
来
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
で
必
要

と
し
た
周
波
数
の
一
部
を
携
帯
電
話

や
新
た
な
無
線
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利

用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
周
波
数
の

逼
迫
の
緩
和
に
資
す
る
と
と
も
に
、

関
連
産
業
へ
の
大
き
な
経
済
波
及
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Q4
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視

聴
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

が
終
了
す
る
平
成
23
年
以
降
は
、
現

在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
使
用
で
き

な
い
の
か
。

A4
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
応

テ
レ
ビ
の
使
用
や
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
視

聴
が
可
能
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
別
途
必
要
な
場

　

今
、
テ
レ
ビ
放
送
は
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
画
像

や
音
声
が
高
品
質
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
と
電
話
回
線
等
の
接
続
に
よ
り
自
宅
に
居
な
が
ら
番

組
に
参
加
が
で
き
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
放
送
の
常
識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
は
、
平
成
15
年
12
月
１
日
か
ら
関
東
、
中
京
及
び
近
畿
の
一
部
に
お
い
て
開
始
さ
れ
、
平
成
18

年
末
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
で
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

香
美
町
に
関
係
す
る
中
継
局
は
表
の
と
お
り
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
、
両
方
の
電
波
に
よ
る
放

送
期
間
を
経
た
後
、
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
行
に
伴
い
、
受
信
施
設
・
機
器
の
更
新
や
改
修
、
調
整
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

デジタル放送開始予定（香美町関係）　

局　　名

デジタル放送開始予定年度

NHK
MBS、ABC
関西、読売

サンテレビ

香住（三川山） 平成 19 年 平成 19 年 平成 19 年

城崎（来日山） 平成 19 年 平成 19 年 平成 19 年

村岡高津 平成 21 年 平成 21 年 検討中

デ
ジ
タ
ル
化
Q
&
A

い
よ
い
よ
、

　

テ
レ
ビ
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
迫
る　

　

   　

こ
れ
ま
で
の
常
識
を
変
え
る
次
世
代
テ
レ
ビ
放
送
へ
移
行

えーっ、
えーっ、

うつらない ?!

うつらない ?!

平成23年 7月 24平成 23年 7月 24
日までに現在のアナ日までに現在のアナ
ログテレビ放送は終ログテレビ放送は終
了します。了します。



5

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用
の

セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用

し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　
Q5
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

既
存
の
難
視
解
消
共
聴
施
設
で
受

信
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が

あ
り
ま
す
か
。

　
A5　

既
存
共
聴
施
設
を
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
伝
送
で
き
る
よ
う
に
改
修

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
難
視
共

聴
は
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯
（
90
〜
222
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
し
か
伝
送
で
き
な
い
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
そ
の
場
合
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
現

在
の
設
備
で
伝
送
可
能
な
別
の
空

き
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
変
換
し
て
伝
送

す
る
方
法
が
あ
り
、
こ
の
方
法
は
施

設
の
広
帯
域
化
と
比
較
し
て
低
コ

ス
ト
で
改
修
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。（
部
分
改
修
）

　

ま
た
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

行
う
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
が
伝
送
で
き
る
よ
う

に
施
設
を
広
帯
域
化
に
改
修
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま

す
が
、
将
来
の
機
能
拡
張
性
等
に
優

れ
た
方
法
で
す
。（
全
面
改
修
）

　

な
お
、
改
修
費
用
は
施
設
の
所
有

区
分
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
ま
た
は
自
主
共

聴
）、
規
模
、
老
朽
度
合
な
ど
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
共
聴
組
合
と

◆
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

【
平
日
9
時
〜
21
時
、
土
・
日
・
祝

日
9
時
〜
18
時
】

◆
近
畿
総
合
通
信
局

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ　

放
送
部
放
送
課

　

℡
０
６
・
６
９
４
２
・
０
８
２
０

・
共
同
受
信
施
設
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

放
送
部
有
線
放
送
課

   

℡
０
６
・
６
９
４
２
・
８
５
７
０

◆
N
H
K
の
放
送
の
受
信
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

・
N
H
K
受
信
相
談
窓
口

　

℡
０
５
７
０
・
00
・
３
４
３
４

◆
役
場
総
務
部
企
画
課

　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

【
参
考
】

・
現
在
、
個
別
受
信
で
き
な
い
家

庭
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
個
別
受
信
が
可
能
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
の

価
格
例

液
晶
15
型

約
６
万
４
千
円

液
晶
19
型

約
８
万
４
千
円

液
晶
22
型

約
９
万
7
千
円

液
晶
26
型

約
11
万
6
千
円

液
晶
37
型

約
18
万
７
千
円

（
※
平
成
18
年
5
月
現
在
、
最
安

値
品
の
価
格
）

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
約
3
万
円

（
※
平
成
18
年
５
月
現
在
、　

最
安

値
品
）

◆個別受信の場合
現在の受信方法 デジタル放送視聴方法 留　意　事　項

香住局、城崎局、村岡高津

局から受信

・デジタルテレビに買い替える。

・またはデジタルチューナーを買い足す。

・民間ケーブルテレビに加入する。 

・UHF アンテナの追加が必要な場合があります。

村岡局、但馬福岡局から

NHK のみを受信

・共聴組合または民間ケーブルテレビに加入する。・共聴またはケーブルテレビ加入が地理的に困難な

場合は、NHK が個別に対応します。

衛星放送のみ受信 ・デジタルテレビに買い換えることによりすでに

放送されている BS デジタル放送を視聴すること

ができます。

・アンテナが古い場合は取替が必要になります。

・BS アナログ放送（BS1、BS2、WOWWOW）も平成

23 年までに終了します。

◆共同受信の場合

デジタル放送視聴方法 留　　意　　事　　項

共同受信施設をデジタル対

応に改修する。

・テレビの買い替えまたはチューナーの買い足しも必要です。

・施設の所有区分、規模、老朽度合、改修方法などにより費用が変わってきます。

・NHK や施設の保守管理業者などと調整してください。

民間ケーブルテレビに加入

する。

・加入については共聴組合内でよく話し合ったうえで判断してください。

・既存共同受信施設の撤去費用が発生します。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
施
設
の
保
守
管
理
業
者
な

ど
と
の
間
で
調
整
が
必
要
に
な
り
ま

す
し
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
テ
レ
ビ

の
買
い
替
え
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

買
い
足
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
Q6　

こ
れ
ま
で
の
V
T
R
（
ホ
ー

ム
ビ
デ
オ
）
は
使
用
で
き
る
か
。

A6　

多
く
の
場
合
、
専
用
チ
ュ
ー

ナ
ー
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き

続
き
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
録
画
で
き
な
い
機
種
で

は
、
標
準
画
質
で
録
画
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

各
種
相
談
窓
口

地上デジタルテレビ放送の視 聴 方 法

①
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
（
画
質
と
音

が
き
れ
い
）

②
電
子
番
組
表
（
見
た
い
番
組

が
簡
単
に
選
べ
る
）

③
マ
ル
チ
編
成
（
２
〜
３
番
組

を
同
時
に
放
送
）

④
双
方
向
（
番
組
に
参
加
で
き

る
）

⑤
デ
ー
タ
放
送
（
地
域
に
密
着

し
た
情
報
も
充
実
）

○
地
上
デ
ジ
タ
ル

　
　
　

テ
レ
ビ
放
送
の
特
徴



親
睦
と
交
流
の
旅

　

第
1
回
町
民
号
旅
行

　

6
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

町
民
の
皆
様
の
親
睦
・
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用

促
進
を
目
的
に
、
香
美
町
誕
生
記

念
企
画
列
車
の
旅
、
第
1
回
香
美
町

民
号
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
団
体
臨
時
列
車
「
サ
ロ
ン
カ
ー

な
に
わ
号
」
と
バ
ス
を
利
用
し
、
開

湯
１
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
能

登
最
大
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る

和わ

く

ら倉
温
泉
と
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
五ご

か

や

ま

箇
山
相

あ
い
の
く
ら倉

集
落
な

ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

香
住
区
か
ら
１
０
７
人
、
村
岡
区

か
ら
６
人
の
計
１
１
３
人
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
無
事
行
程
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
交

流
や
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

香
住
区
か
ら
参
加
さ
れ
、
列
車
内

や
宴
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
芝

居
な
ど
を
考
案
さ
れ
た
沼
田
昌
三

さ
ん
は
、「
役
者
の
お
願
い
、
着
物

の
着
付
け
の
手
伝
い
、
寸
劇
の
練

習
も
す
べ
て
当
日
仕
上
げ
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

す
ば
ら
し
い
で
き
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
来
年
も
楽
し
い
旅
行
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
旅
行
を
振
り
返
り

な
が
ら
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
村
岡
区
か
ら
参
加
さ
れ
た
女
性

の
方
は
、「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た

が
、
サ
ロ
ン
カ
ー
で
の
旅
行
は
体
も

楽
で
、
友
達
と
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ

と
も
で
き
、
楽
し
い
旅
行
が
で
き
ま

し
た
」
と
列
車
を
利
用
し
た
感
想
を

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
も
是
非
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▲ 6/16 6:00 団体臨時列車　サロンカーなにわ号　餘部駅出発

▲列車内は、大賑わい

▲五箇山相倉集落にて

▲宴会場も壮観 ▲

宴会では、国定忠治が演じられた。主役は・・・。

6

日
次

行　
　

程

16
日

（
金
）
サ
ロ
ン
カ
ー
な
に
わ
号

（
昼
食
）

金
沢
・
武
家
屋
敷
（
散
策
）

千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ

（
休
憩
）

和
倉
温
泉
（
泊
）

17
日

（
土
）
井
波
彫
刻
総
合
会
館

五
箇
山
・
相
倉
集
落

金
沢
西
イ
ン
タ
ー
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
（
昼
食
）

サ
ロ
ン
カ
ー
な
に
わ
号

（
夕
食
）



◆第９回村岡ダブルフルウルトラランニング
　「日本屈指の山岳ウルトラ！」として位置づけられ、村岡
区の風光明媚な山々を駆け巡る標高差 900 ｍ、コース全長
100㎞、88㎞、44㎞の脅威と感動のウルトラマラソン。
●開 催 日：9月 3日（日）
●種　   目：100㎞・88㎞（午前 5:00 ｽﾀｰﾄ、制限時間 14 時間）
　　　　　　44㎞（午前 10:00 スタート、制限時間 9時間）
●参加費用：100㎞14,000 円、88㎞12,000 円、
　　　　　　44㎞8,000 円（出場記念品代、傷害保険代、　
　　　　　　競技中の飲食代・歓迎祭の食事代を含む）　　
●申込期限：7月 31 日（月）
●問い合わせ先：大会事務局℡0796･94･0298　　　　　

◆第 18 回香住潮風マラソン大会
　今年は「“水平線を追いかけて”あなたも走ってみません
か」をテーマに、香住区の海岸線を潮風を浴び、風景を楽
しみながら走ってみませんか。
●開 催 日：9月 9日（土）
●種　   目 ： 5㎞（午後 2:00 スタート）
　　　　　　10㎞（午後 2:50 スタート）　
　　　　　　  3㎞（午後 3:00 スタート）　　　
●参加費用：中学生以下 2,000 円、高校生以上 3,000 円

●申込期限：7月 21 日（金）（当日消印有効）
●問い合わせ先：大会事務局℡0796・36・2467

みかた残酷マラソン全国大会・村岡ダブルフルウルトラランニング・香住潮風マラソン大会

三区三様マラソン大会実施

村
岡
区

村
岡
区

選手募集中選手募集中

選手募集中選手募集中

香
住
区

香
住
区

　

梅
雨
空
の
も
と
、
む
し
暑
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
７
月
に
入
る
と
海
辺
は
も

う
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
。
今
年
も
、
香
住

区
の
６
つ
の
海
水
浴
場
で
、
一
斉
に
「
海

開
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
中
心
部
に
位

置
す
る
香
住
の
海
岸
は
、
水
の
き
れ
い

さ
だ
け
で
な
く
、
島
や
洞
門
な
ど
景
観

も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　

　

そ
の
う
え
、
夜
は
イ
カ
釣
り
船
の
漁

火
の
ほ
か
、
水
平
線
に
沈
む
夕
陽
も
壮

観
で
す
。
昨
年
「
日
本
の
夕
陽
百
選
」

に
選
ば
れ
た
の
を
機
に
、
今
子
浦
一
帯

の
道
路
を
夕
陽
街
道
と
位
置
づ
け
、
案

内
看
板
な
ど
も
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
の
一
角
に
、
数
年
前
か
ら
町
民
の
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
栽
を
し
て

い
た
だ
い
た
「
ゆ
う
す
げ
公
園
」
も
、

夜
の
と
ば
り
と
と
も
に
、
一
面
に
黄

色
の
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
香
住
の
夏
は
、
昼
間
の

海
水
浴
や
島
遊
び
だ
け
で
な
く
、
夜
は

夕
陽
や
漁
火
を
眺
め
な
が
ら
、
と
れ
た

て
の
活
イ
カ
料
理
が
楽
し
め
る
な
ど
、

内
容
に
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
夏
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

海
水
浴
客
で
浜
が
賑
わ
う
よ
う
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

       

海 

開 

き
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◆第 14 回みかた残酷マラソン全国大会◆
　6月 11 日、天候にも恵まれ絶好のマラソン日和の中、西は
沖縄、東は茨城から全国 1,058 人（最高齢者 77 歳）の選手が、
標高差約 410 ｍ（コース全長 24km）、その名のとおり残酷な
コースにチャレンジしました。今年も前夜祭に高石ともやさ
んを特別ゲストにお迎えし、歌やトークなどで盛り上がりま
した。小中学生を含め 750 人を超えるスタッフと町民の温か
い声援の中、ランナーは新緑の小代区を駆け抜けていきまし
た。
　男子総合 1位　前田明彦（大阪府和泉市）　1時間 25 分 36 秒
　女子総合 1位　小林玲子（兵庫県朝来市）　1時間 41 分 40 秒
　



　町内小学校 5年生が、5泊 6日の日程で、それぞれ学校では得
られない体験をするため、自然学校に参加しました。
　6月 1日、香住小学校 5年生は、香住区境の海の文化館で焼き
ちくわとアジのみりん干し作り、また、今子浦で磯の観察と魚釣

りを体験していました。アジのみりん干し作りを終えた濱上円
つ ぶ ら

来
さんは、「上手にできんかったけど、おもしろかった」と感想を
話していました。
　6月 9日午後から、小代小学
校 5 年生は、香住区下浜で足
跡化石の観察を行いました。社
会教育課職員が、その昔香住
区が湖だった説や小代区や村

岡区が海だった説があること
などを説明すると、シカの足
跡化石などを見つけたり触っ
たりしながら、不思議そうに
観察していました。
　5月 31 日、村岡区の 3小学

校連合の自然学校では、兎和野高原で草笛つくりや木の工作な

どを行いました。村岡小学校の古家優
ゆう

さんは、「自然の中には生
活に役立つものがたくさんあることを知りました」と今回の成
果を語っていました。

　地域や自然の中で、生徒たちの主体性を尊重した様々な活動や
体験を通して、豊かな感性や想像性などを自ら高めたり、自分な
りの生き方を見つけることができるよう、トライやる・ウィーク
に取り組みました。
　けびの森クラブでお世話になった射添中の岸本正司君は、「食
べられる草の種類や植物の名前、草刈機の安全な使い方などを教
えていただくなど思い出もたく
さんできました」と語っていま
した。
　公立香住総合病院で活動し
た香住第一中の中村友紀さん

は、「患者さんにありがとうっ
て言ってもらったときの看護師
さんの笑顔がとても印象的でし
た」と感想を話していました。
　また、小代区の朝倉牛舎では、
牛の世話に励む小代中の田野雅

志くんと橋本博子さんの働きぶりを見て、畜主の朝倉さんは「手
つきが慣れていて本当に動物が好きだという気持ちがでていま
す」と感心しておられました。
　それぞれ今回の体験で、普段の学校生活では学べない社会の
一面を垣間見たことにより、大きく成長したことと思います。

自然学校「挑戦！発見！新しいふるさと・新しい自分！」

トライやる・ウィーク

体験し、学ぶ、考える、育つ

町内6中学校の2年生230人、
102事業所で奮闘

▲小代区朝倉牛舎で

▲公立香住総合病院で

▲けびの森クラブで

▲香住小学校、海の文化館にて

　▲小代小学校、
　　香住区下浜海岸にて

▲村岡連合小学校、兎和野高原にて
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 　自らが口にする食べ物を見直し、
　　　　　　　　人と語り合い、食事を楽しもう
  6 月 11 日、香住区境の今子浦
キャンプ場で、（社）香住青年会
議所（蔵野恵三理事長）により、
「地域の人たちとともに食の大切
さを学び、より身近にスローを感
じる」をテーマに、自然と触れ合
いながらスローフードを作る体
験学習が実施されました。
　子どもから大人まで約 30 名が
参加し、竹箸・竹筒はんごう作り、
現地での山野草狩り・てんぷら作
り、燻製づくりなどを行いまし
た。また、食材を扱う時はすべて
香住区余部から汲んだ天然水を
使用し、山野草の天ぷらは今子浦
の海水から作った塩で味付けす
るなどこだわりがありました。
　「スローフード」という考え方
は、いわゆる「ファストフード」
に対する言葉で、地域の食文化を
見直し、素材・作り方・食事の際

　6月 7 日、香住区境の東港で日
本海但馬の海を考える会（伊藤富
蔵会長）によって、コンブの引き
揚げが行われました。「香住にコ
ンブがあるのですか」と驚きます
が、今年 1月に昆布の胞子のつい
た綿糸を沈め、試験的に発育実験
を行っているもので、今年で 2回
目の実施だそうです。昨年は台風
の影響などで綿糸が泥をかぶり、
よい結果が得られなかったそうで
すが、今年は東港だけで約 1.5 ト
ンの昆布が水揚げされました。
　これは、近年、香住海岸沿岸域
でも進行しつつある磯焼け現象
（海草（藻）がなくなり岩肌が露
出する現象）を食い止めるべく、
同会がボランティアで研究を開始
されたものです。「海の森」とも
言える藻場は、貝類の餌場、魚類
の産卵場所、稚魚の生育場所、海

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
体
験
学
習

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
体
験
学
習

このままでいいの？
 今の生活を見つめ直そう！

日
本
海
但
馬
の
海
を
考
え
る
会

日
本
海
但
馬
の
海
を
考
え
る
会

 　豊かな海を取り戻すために　　　
　　　　　　　新しいチャレンジが始まっている
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のコミュニケーションを大事にす
るというものです。　
　学習会に参加した小西太陽君
（香住小学校 6年生）は、「道端に
生えている草が食べられるなんて
信じられんかった。難しかったこ
とは天ぷらを揚げるのん。作った
お皿やコップは記念に持って帰っ
て使う」と体験したことを振り
返っていました。
　同会議所社会開発室室長の山崎
新吾さんは、「普段の何気ない生
活習慣を見直し、スローフードと
いう考え方のきっかけ作りになれ
ばいいです。子どもたちには、今
回の体験を通して、それぞれに何
か新しいものを吸収し感性を磨
き、将来に活かしてほしい」と今
回の取り組みの目的を話していま
した。

水の浄化作用など、大変重要
な役目を持っています。この
沿岸域の藻場を回復させよう
と、海の緑化活動とでも言う
べきコンブの植え付けに取り
組んでおられます。大型藻類
のコンブは、海藻類の中でも
成長が早く、海水の浄化作用
も強いうえ、貝類だけでなく
私たち人間にとっても食用の
ほか、多くの利用方法がある
ため、海中林造成には最適だ
そうです。伊藤会長は、「山、川、
海はつながっている。海の環
境を改善することは、自然循
環そのものを改善することに
なり、やがて地域産業の振興
にもつながる。20 年、30 年か
けても昔のような豊かな海を
取り戻したい」と、熱く語っ
ておられました。
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「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
1

期
が
平
成
16
年
度
で
終
了
し
、
新
た
に
、
制
度
内
容
の
見
直
し
を
行
い
第
2
期
が
平

成
17
年
度
か
ら
5
年
間
の
計
画
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
集
落
で
は
、
耕
作
放
棄
の
防
止
や
生
産
性
の
向
上
、

担
い
手
の
育
成
な
ど
を
目
標
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は

　

香
美
町
で
は
、
中
山
間
地
域
が
町
面
積
の
多
く
を
占

め
、
数
多
く
の
農
地
や
集
落
を
抱
え
て
お
り
、
町
民
生

活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
、
重
要
な
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
の
上
流
域
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
の

農
地
は
、
水
源
か
ん
養
、
洪
水
防
止
、
土
砂
崩
壊
防
止

な
ど
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
下
流
域
の
住

民
を
含
む
多
く
の
町
民
の
生
命
・
財
産
と
豊
か
な
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
平
地
に
比
べ
生
産
条

件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
が
低
下
し
、
町
民

全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
し
多
面
的

機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
「
集
落
協
定
」
に
基
づ
き
5

年
間
以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
を
行
う
農
業
者
の

団
体
に
直
接
、
交
付
金
を
支
払
う
制
度
と
し
て
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
を
守
る
各
集
落
の
取
り
組
み

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

◆
町
内
で
の
取
り
組
み

　

町
内
で
は
、
１
０
５
の
協
定
団
体
（
農
地
面
積
４
５
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
が
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
集
落
ぐ
る
み
で
農
業
生
産
活
動
を
維
持
す
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
集
落
の
合
意
の
下
に
、
集
落
の
現
状
や
課

題
、
今
後
の
目
指
す
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
、
具
体
的
な
活
動

内
容
を
決
め
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
過

程
を
経
て
、
各
集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
防
止
は
も
と
よ
り
、
水
路
や
農
道
の

草
刈
り
な
ど
の
管
理
作
業
、
低
コ
ス
ト
化
を
目
的
と
し
た
田
植

機
や
電
気
柵
の
共
同
購
入
、
ア
ジ
サ
イ
・
彼
岸
花
等
の
景
観
作

物
の
植
栽
、
有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
を
使
っ
た
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
実
践
、
棚
田
保
全
活
動
を
通
じ
た
都
市
住
民
と
の
交

流
な
ど
、
農
業
生
産
活
動
の
向
上
や
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増

進
に
係
る
取
り
組
み
が
着
実
に
進
展
し
、
各
地
で
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
集
落
内
で
農
業
の
展
望
に
つ

い
て
語
り
合
う
場
が
持
た
れ
、
こ
う
し
た
動
き
が
、
集
落
内
の

共
同
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
農
村
社
会
の
形
成

に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
制
度
の
活
用
が
、
集
落
活
動
の
活
発
化
を

促
し
、
将
来
に
向
け
て
の
農
業
生
産
活
動
の
継
続
の
み
な
ら
ず
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
な
ど
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
産
業
部
農
林
課　
　
　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

　

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

小
代
地
域
局
産
業
建
設
課　

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

平成 17 年度中山間地域等直接支払実施面積・交付金実績

区 集落協定数 参加者数 協定面積（㎡）交付金額 ( 円 )

香住区 4 70 349,378 4,187,939

村岡区 73 779 2,988,361 49,996,940

小代区 28 383 1,167,899 21,501,971

計 105 1,232 4,505,638 75,686,850

＜農地を、農業を、守るために＞＜農地を、農業を、守るために＞
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～国民年金からのお知らせ～
７月から申請免除制度に４分の３、４分の１免除が新設されました

　国民年金制度は、保険料を納めていただくことが原則です。しかし、病気やけが・失業・所得の減少等

により、国民年金の保険料を納めることができないときには、申請して承認されると保険料の納付が全額

又は半額免除される「申請免除制度」があります。７月からは保険料の４分の３及び４分の１免除が新設

されました。保険料を納めることが困難なときは、役場・各地域局へ申請してください。なお、申請は随

時受付します。

【対象になる方】　本人・配偶者・世帯主の全員が次のいずれかの要件に該当する方

①　前年所得が少ない方

②　失業・倒産・事業の廃止などがあった方

③　障害者または寡婦であって、前年所得が１２５万円以下の方

④　生活保護法の生活扶助以外の扶助を受けている方

⑤　特別障害給付金を受けている方

【注　意】　

・全額免除以外の場合は、必ず残りの保険料の納付が必要です。

・免除をうけた場合は、老齢基礎年金を受けるときに減額となります。ただし、１０年以内ならさかのぼって追納

　することができますので、年金を満額に近づけたい方は、ゆとりができたら追納しましょう。

【その他】

　「申請免除制度」のほかに、３０歳未満の方を対象とした「若年者納付猶予制度」もあります。（本人・配偶者が

上記の要件に該当する方）なお、対象となる方の所得の目安は、上記表の免除区分「全額免除」と同様です。

【問い合わせ先】　

　兵庫社会保険事務局豊岡事務所　'０７９６・２２・３１９６

　役場健康福祉部町民課　　　　　'０７９６・３６・１１１１

　村岡地域局地域振興課　　　　　'０７９６・９４・０３２１

　小代地域局地域振興課　　　　　'０７９６・９７・３１１１

【平成１８年度申請免除の対象となる所得の目安】 

世帯構成 

免除区分 
単身世帯 

２人世帯 

（夫婦のみ） 

４人世帯 

（夫婦＋子２人） 

全 額 免 除 ５７万円 ９２万円 １６２万円 

４分の３免除 ９３万円 １４２万円 ２３０万円 

半 額 免 除 １４１万円 １９５万円 ２８２万円 

４分の１免除 １８９万円 ２４７万円 ３３５万円 

※所得額は、社会保険
料控除等を考慮したお
およその目安です。た
だし、全額免除の場合
は、上記の額が基準と
なります。

　

今
年
1
月
27
日
開
催
の
全
国
町

村
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
県
下

で
唯
一
、
香
美
町
が
優
良
町
村
と

し
て
全
国
町
村
会
長
表
彰
の
対
象

に
選
ば
れ
、
6
月
7
日
に
開
か
れ

た
兵
庫
県
町
村
会
定
期
総
会
で
表

彰
状
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

香
美
町
は
、
合
併
後
、「
香
り

高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
」

の
展
開
に
よ
り
、「
矢
田
川
桜
つ

つ
み
街
道
」
を
は
じ
め
、
町
民
が

一
体
と
な
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ

の
よ
う
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価

で
あ
り
、
同
時
に
旧
３
町
が
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
成
果
で
あ
り
ま

す
。
町
は
、
合
併
２
年
目
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
際
し
、
こ
の
受
賞
を
糧
と

し
て
、
一
層
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
会
長
表
彰
「
優
良
町

村
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。



行政トピックス

　平成１８年度の国民健康保険税　税率を改正

　国民健康保険は、加入者（被保険者）の皆様から納めていただいている国保税と国・県・町の公費など

で支えられています。

　香美町における医療分の税率は、平成１９年度までは各区ごとに税率を定める不均一課税を行っていま

す。平成１７年度は、急激な国保税の負担を緩和するため医療分の税率を３区とも据え置き、旧町ごとに

財政調整基金の取り崩し等で対処してきました。しかしながら、平成２０年度を目途に医療費の推移を見

据えると、加入者の高齢化とともに年々増え続ける医療費や各区において差がある税率を香美町全体の医

療給付費に見合う税率に定めていかなければ、今後の医療費等の財源確保が厳しい状況となります。また、

介護保険給付費の増加に伴い、介護納付金も増え続けています。

　そのため、平成１８年度の国民健康保険税の医療分、介護分の税率および介護納付金の限度額を下記の

とおり改正することとしました。

　納めていただく国民健康保険税は、国などからの補助金等と合わせて、加入者の皆様が医療機関にかかっ

た時の費用額の７割分～８割分等を支払うために使われます。安定した国民健康保険事業の運営を行い、

皆様が安心して医療を受けられるよう今回の変更の趣旨をご理解いただきますようお願いします。

5.65 6.14 5.18 5.83 5.90 6.31
22.90 23.16 19.73 21.04 25.81 25.10

26,770 25,670 16,900 19,090 20,700 21,620
26,790 25,190 16,680 18,450 17,800 19,190
530,000 530,000 530,000 530,000 530,000 530,000

1.31 1.46
6.15 6.69

7,900 8,300
4,830 5,080
80,000 90,000

 

  

※公的年金等控除額の見直しに伴う経過措置について
　平成１７年１月１日において６５歳以上（昭和１５年１月１日以前生まれ）の方で、平成１７年度分の個
人住民税において「公的年金等控除」の適用があった方につきましては、公的年金等にかかる所得から、平
成１８年度は１３万円、平成１９年度は７万円が控除されます。この経過措置は、軽減判定時の所得控除に
も適用されます。

【問い合わせ先】　役場総務部税務課　'０７９６・３６・１１１１

所得割　( 平成 17 年中の総所得金額等－基礎控除額 33 万円 ) ×税率

資産割　平成１８年度の家屋・土地にかかる固定資産税額×税率

均等割　国民健康保険加入者１人にかかる定額

平等割　国民健康保険加入している世帯にかかる定額

12

◆お詫びと訂正：すでにお配りしております福祉医療費（老人・乳幼児・重度障害者・高齢重度障害者・母子家庭等）

受給者証（水色）にある「問い合わせ先」の内容に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。なお、
お手元の受給者証は、そのままご利用いただけますのでご了承ください。
　「村岡地域局健康生活課健康係」とありますが、正しくは「村岡地域局健康福祉課健康係」でした。
　「小代地域局健康生活課健康係」とありますが、正しくは「小代地域局健康福祉課健康係」でした。

【問い合わせ先】役場健康福祉部健康課　'０７９６・３６・１１１１
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現
在
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、
平
成
18
年
10

月
1
日
以
降
も
継
続
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
手
続
き
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
平
成
18
年
7
月
3
日
（
月
）
〜
9
月
29
日
（
金
）

【
必
要
書
類
】
末
記
の
申
請
窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
く
ま
で
に
、
審
査
会
を
経
て
１
ヶ
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時

期
が
９
月
以
降
に
な
る
と
、
受
給
者
証
が
10
月
ま
で
お
手
元
に
届

か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
課 

℡
０
７
９
６
・
82
・
３
１
６
１

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
継
続
交
付
申
請
の
受
付
開
始
！

 
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人
や
老
人
保

健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
医
療
費
の
負

担
割
合
は
、
所
得
や
世
帯
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
毎
年
判
定

を
行
い
受
給
者
証
の
更
新
を
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
・
老
年
者
控
除
の

廃
止
な
ど
の
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
18
年

8
月
か
ら
負
担
割
合
の
判
定
基
準
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

に
伴
い
、
医
療
費
の
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
氏
名
、
負
担
割
合
等

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
8
月
1
日
以
降
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

る
際
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
証
の
更
新
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

　

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

高
齢
者
の
負
担
割
合
判
定
基
準
の
変
更
と

受
給
者
証
の
更
新

①
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

高
齢
受
給
者
証

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の

70
歳
以
上
の
方
（
老
人
保

健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者

は
除
く
）
は
、
7
月
末
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
、
配
達
記
録
で
7
月
下

旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。

②
老
人
保
健
法
に
よ
る

　
　
　
　
　

医
療
受
給
者
証

　

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

受
給
者
の
方
は
、
負
担
割
合

が
変
更
に
な
る
方
の
み
、
配

達
記
録
で
7
月
下
旬
に
新
し

い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。
変
更
の
な
い
方
は
、
現

在
持
っ
て
い
る
受
給
者
証
を

引
き
続
き
使
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

す
で
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
平
成
18
年
度
分
の
福
祉
医
療
費

（
老
人
・
乳
幼
児
・
重
度
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
・
母
子
家
庭

等
）
受
給
者
証
（
水
色
）
の
氏
名
等
記
載
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

７
月
1
日
以
降
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
新
し

い
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、「
一
部
負
担

金
４
０
、２
０
０
円
ま
で
」
と
記
載
し
て
あ
る
方
は
、
平
成
18
年
10

月
診
療
分
以
降
は
、「
一
部
負
担
金
４
４
、
４
０
０
円
ま
で
」
に
変

わ
り
ま
す
。
9
月
の
末
ま
で
に
、
変
更
後
の
金
額
を
記
載
し
た
受

給
者
証
を
再
度
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

各
種
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
申
請
に
よ
り
、

５
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
の

医
療
費
（
入
院
・
外
来
・
調
剤
）

の
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
対
象
】

 

償
還
払
い
の
対
象
は
、
平
成
17

年
7
月
の
診
療
分
か
ら
で
す
。（
た

だ
し
、
村
岡
区
の
方
は
、
合
併
前

の
村
岡
町
の
制
度
に
よ
り
、
平
成

17
年
6
月
ま
で
の
診
療
分
に
つ
い

て
は
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の

全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

【
必
要
書
類
】

 

領
収
書
・
印
鑑
・
保
険
証
・
乳

幼
児
医
療
費
受
給
者
証
・
振
込
み

口
座
の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
を

除
く
）

　【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

乳
幼
児
医
療
費
償
還
払
の

　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
を



　　

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
ま
も
り
、
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
た
め
に
、
妊
娠
22
週
以
降
の
妊

婦
健
康
診
査
（
妊
婦
後
期
健
康
診
査
）
に
つ
い
て
、
1
回
分
の
健
診
費
用
１
５
、０
０
０
円
を
限
度
と
し

て
助
成
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

○
妊
婦
後
期
健
康
診
査
に
お
け
る
標
準
的
な
健
診
項
目

　

診
察
、
末
梢
血
液
一
般
検
査
、
尿
沈
査
顕
微
鏡
検
査
、
超
音
波
検
査
、　

細
菌
培
養
同
定
検
査
、

　

ク
ラ
ミ
ジ
ア
ト
ラ
コ
マ
チ
ス
抗
原
精
密
測
定
、　

そ
の
他
医
師
が
必
要
と
認
め
た
検
査

【
利
用
方
法
】

①
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
す
る
妊
婦
後
期
健
康
診
査
受
診
券
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。（
※
注
意　

母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

②
所
得
制
限
等
の
資
格
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
交
付
決
定
後
、
妊
婦
後
期
健
康
診
査
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
券
を
持
っ
て
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
１
回
分
の
健
診
費
用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

【
注
意
点
】

・
受
診
券
は
県
内
の
医
療
機
関
の
み
が
有
効
で
す
。
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
受
診
後
に
受
診
券
と

　

医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
領
収
書
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
末
記
の
窓
口
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
き
、

　

別
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
受
診
券
は
、
健
診
受
診
日
に
お
い
て
香
美
町
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
み
使
用
で
き
ま
す
。
他
市
町
へ
転

　

出
さ
れ
た
場
合
は
転
出
先
の
市
町
村
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
兵
庫
県
で
は
、
す
べ
て
の
市
町
で
助
成

　

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
）

※
平
成
18
年
７
月
1
日
以
降
出
産
予
定
の
方
で
、
７
月
１
日
以
降
に
後
期
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ　

る
方
は
、
受
診
券
交
付
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

　

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課　

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら

妊
婦
後
期
健
康
診
査
に
伴
う
費
用
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
！
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行政トピックス

○受章について
 　私などより他にもっと受章される
べき人がいらっしゃると思います。そ
んな中で受章できたのは、先輩方や地
元の皆さんのお世話になったおかげで
す。昔の土建業は手作業だったので、
地域の方々の協力がなければ、成り立
ちませんでした。そして、仕事にしろ
区長などの地域活動にしろ、妻をはじ
め家族の支えがあったからこそ成り

立ってきました。

○今後の抱負などについて
　今回の受章は、私にとって大変重み
のあるものとなりました。地域の皆さ
んに感謝し、ボランティア活動などを
通じて、地域の特色を大切にしたまち
づくりをお手伝いしたいです。これま
で各地域が培ってきた歴史や文化を大
切に守っていきたいと思います。

村岡区味取在住
　今後さんは、18 歳の頃から起
業者である父とともに土建業に
従事され、1969 年に会社を受け
継ぎ、2年前に長男の武司さんに
経営を譲られるまで土建業一筋
に精励しててこられました。そ
の傍ら、30 年近く地元区長を務
められるなど、様々な要職にも
就かれ、現在も村岡町商工会長
を務めておられます。

受
章
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
社
会
全
体
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

　香美町から春の褒章　黄綬褒章受章　今後敏一さん 兵庫県功労者
　香美町から 4人

　兵庫県功労者表彰は、県政の伸
展、公共の福祉増進に功労のあっ
た方、その他広く県民の模範となっ
た方を、知事が県民を代表して表
彰しています。平成 18 年度は、全
受賞者 20 部門 232 名（うち女性
35 名）が選ばれ、香美町からは次
の方が受章されました。

【女性・消費生活功労】
石井成子さん（村岡区和田）
（県愛育連合会理事）

【労働功労】
關新さん（香住区奥安木）
（前県杜氏組合連合会副会長）

田口三千男さん (小代区大谷）
（県建築大工技能士会長）

【土木建設功労】

朝倉富征さん（小代区秋岡）
（県測量設計業協会理事）
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6
月
8
日
、
新
規
漁
業
就
労
者
激
励
会
を
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
回
初
め
て
行
っ
た
も
の
で
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
漁
業
へ
の
新
規
就
業
者
を
対
象
に
、
町
長
が
直
接
激
励
し
、
胴

長
の
か
っ
ぱ
ズ
ボ
ン
や
長
靴
な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
中
は
、
香
住
町
漁
協
所
属
船
に
8
名
、
柴
山
港
漁
協
所

属
船
に
2
名
、
計
10
名
の
新
規
就
業
者
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

（
写
真
右
か
ら
）
北
川
幸
輔
さ
ん
（
21
）（
香
住
町
漁
協
「
共
進
丸
」）、

伊
藤
義
弘
さ
ん
（
18
）（
同
漁
協
「
誠
竜
丸
」）、平
野
裕
さ
ん
（
18
）（
柴

山
港
漁
協
「
栄
正
丸
」）
の
3
人
が
出
席
さ
れ
、
町
長
と
乗
船
後
の

苦
労
話
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
県
立
香
住
高
校
漁

業
科
の
卒
業
生
で
、
卒
業
後
、
本
町
で
漁
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

北
川
さ
ん
は
、「
船
上
で
の
作
業
は
思
っ
た
よ
り
も
厳
し
い
。
家

族
を
養
う
た
め
に
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い
っ
し
ょ
に
来
て
い
た

子
ど
も
さ
ん
を
気
遣
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
お
父
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん
の

姿
を
見
て
い
た
た
め
、
後
を

継
ぐ
覚
悟
を
決
め
て
い
ま
し

た
」
と
力
強
い
口
調
で
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、「
今
は
、
ま

か
な
い
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

船
員
の
み
ん
な
が
美
味
し
い

と
言
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
」
と
乗
船
後
の
様
子
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

漁
業
の
世
界
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
み
、
益
々
発
展
し

て
い
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

新
規
漁
業
就
業
者
を
激
励

※取り扱いできない主な内容

・公序良俗に反するおそれのあるもの
・政治活動、宗教活動に関係のあるもの
・社会問題についての主義主張を含むもの
・個人の名刺広告、これに類すると認められるもの
・医療、医薬品、化粧品などの広告で、薬事法などに抵触
　するもの
・社員などの募集広告
・あたかも本町が推薦していると思われる表現のもの
・そのほか、広報紙に掲載することが不適当と認められるもの

「広報ふるさと香美」に企業広告を掲載しませんか？

掲載広告の内容 ※広告内容などは、「広報ふるさと香美」広告掲載基準に
当てはまるものとさせていただきます。

●広告スペース　広告欄のスペースは、1枠につきタテ 48 ミリ×ヨコ 180 ミリ
●広告本数　　　月 4社まで（応募者多数の場合は抽選）
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　10,000 円／枠
●発行部数　　　8,000 部
●申込方法　　　申込書（町のホームページからダウンロードできます）に必要事
　　　　　　　　項を記入して、広告原稿を添えて役場総務部企画課へ提出してく
　　　　　　　　ださい。
　　　　　　　　なお、掲載希望月の 2カ月前の月末までに提出してください。 ●問い合わせ先　役場総務部企画課　・0796・36・1111

　

香
美
町
で
は
、
香
り
高
く
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し

て
、
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
】　

町
民
が
育
て
た
町
内
の

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り

【
部
門
】

①
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
大
賞
（
１

本
の
高
さ
）、
②
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ

香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

第
2
回
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り

　

コ
ン
ク
ー
ル
応
募
受
付
中
！

○アメフトについて
　小学校 1年生の頃にテレビで甲子園
ボウルを見て以来、念願のアメフトに
青春をかけるため、単身で九州の大学
へ進みました。インターセプトなどに
より、守備からいっきに攻撃に転じら
れるという展開の速さが魅力です。

○香美町のみなさんへ
　キャプテンという立場で、チームの
まとめ方を考る中、「人を動かすので
はなく、まず人の心を動かす」という
ことが大切だと知りました。また、他
の選手が大柄である中、今回代表入り
できたことで、背の高さや体格ではな
く、「頑張ればできる。頑張っていれ
ば、誰かが見ていてくれる」というこ
とがわかり、とても自信がつきました。
みなさんも自分を信じて、どんなこと
だって、頑張って取り組んでください。

香美町から日本代表！藤原陽平さん
「日韓学生ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｵｰﾙｽﾀｰ戦」出場　日本34対19で韓国下す

頑
張
れ
ば
、
で
き
る
！

　香住区若松出身の藤原さん
は、現在、九州共立大学経済学部
経営学科 4年生に在籍し、同大学
のアメフト部のキャプテンを努め
ておられます。6月 25 日に福岡市
の平和台陸上競技場で行われた日
韓友好を目的に開催された日韓学
生アメフト戦の日本代表として出
場され、攻撃専門のタイトエンド
というポジションで持ち前の俊足
を武器に活躍されました。　

り
大
賞
（
５
本
の
高
さ
の
合
計
）、

③
多
輪
ひ
ま
わ
り
大
賞
（
１
本
の

花
の
数
）
④
特
別
賞
（
道
端
等
で

の
目
立
っ
た
活
動
等
）

【
応
募
期
限
】　

平
成
18
年
７
月
28
日
（
金
）

【
そ
の
他
】

応
募
の
際
に
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
④
応
募
部
門
⑤
栽
培
地
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　

　

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１



　

6
月
11
日
、
快
晴
の
中
、
香

住
区
の
佐
津
海
水
浴
場
で
初
夏

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た

イ
カ
ソ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会
で

は
、
町
内
外
か
ら
20
名
の
選
手

が
出
場
し
、
皿
に
入
っ
た
イ
カ

の
刺
身
を
長
い
箸
を
使
っ
て
ど

れ
だ
け
早
く
食
べ
れ
る
か
を
競

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
初
め
て
の

経
験
で
、
ニ
ュ
ル
ニ
ュ
ル
し
た

イ
カ
と
箸
さ
ば
き
に
悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
に
は
、
か
す
み
香
り

レ
デ
ィ
の
磯
田
さ
ん
と
高
石
さ

ん
も
特
別
参
戦
し
、
花
を
添
え

ま
し
た
。
香
り
レ
デ
ィ
の
磯
田

さ
ん
は
、「
思
っ
た
以
上
に
難
し

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

香
住
で
は
、
冬
の
松
葉
ガ
ニ

と
合
わ
せ
て
、
夏
の
活
イ
カ
料

理
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
今

回
も
競
技
の
後
、
活
イ
カ
料
理

の
実
演
、
展
示
試
食
会
が
催
さ

れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
も
新
提
案

の
夏
の
味
覚
に
「
美
味
し
そ
う
」

の
声
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
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6
月
4
日
、
村
岡
区

和
田
の
皇
大
神
社
で
町

指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
「
菖
蒲
綱
づ
く
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和

田
に
は
、「
そ
の
昔
、
竜

の
住
む
大
き
な
池
が
あ

り
、
村
人
は
竜
の
悪
事

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
通
り
が
か
っ

た
お
坊
さ
ん
が
村
人
の

話
を
聞
き
竜
を
退
治
し

ま
し
た
が
、
や
が
て
村

に
は
竜
の
た
た
り
と
思

わ
れ
る
大
火
事
な
ど
の

不
幸
な
出
来
事
が
続
き
、
村
人
は
竜
の
供
養
を

す
る
た
め
に
池
の
ほ
と
り
に
祠
を
建
て
ま
し
た
」

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

こ
の
竜
に
模
し
た
菖
蒲
綱
づ
く
り
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
村
の
安
全
祈
願
に
男
節
句
の
伝
統
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
、
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
、

ヨ
ー
イ
ヤ
ッ
サ
、
ヨ
イ
サ
ッ
サ
」
の
か
け
声
と

と
も
に
見
事
な
竜
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
綱
で
区
民
が
二
手
に
分
か
れ
て
綱

引
き
を
し
、
一
年
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

区
は
、
こ
の
菖
蒲
綱
づ
く
り
を
区
民
の
親
睦
を

深
め
る
場
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
守
り
続
け

て
い
き
ま
す
。

竜
伝
説
に

　

ま
つ
わ
る

　

菖
蒲
綱
づ
く
り

　
　
　

（
村
岡
区
和
田
）

Town News
まちの出来事

活カ
ツ

で
か
つ
勝
つ

　

イ
カ
ソ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会

　
　
　

（
香
住
区
訓
谷
）
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6
月
17
日
、
村
岡
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

（
森
井
省
吾
会
長
）
が
、
村
岡
区
大
糠
「
緑

の
少
年
団
な
か
よ
し
の
森
」
の
下
刈
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
の
森
は
、
村
岡
区
の
緑
の
少

年
団
が
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
７
年

か
ら
桜
の
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

森
井
会
長
は
「
次
代
を
担
う
少
年
少
女

た
ち
が
、
森
林
に
関
心
を
持
ち
、
豊
か
な

緑
を
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

私
た
ち
も
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か

と
考
え
実
施
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

6
月
10
日
、
今
子
浦
公
園
で
今
年
度
第

１
回
目
の
植
栽
が
行
わ
れ
、
町
内
各
地
か

ら
、家
族
連
れ
な
ど
約
90
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
約
1
万

本
の
マ
ツ
バ
ギ
ク
と
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
ユ
ウ

ス
ゲ
の
苗
を
今
子
ト
ン
ネ
ル
北
側
「
旧
国

道
敷
の
花
壇
」
と
今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
斜

面
な
ど
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　

今
子
浦
公
園
は
、
も
と
も
と
植
生
が
豊

富
な
う
え
、
近
年
の
植
栽
活
動
の
推
進
に

よ
り
大
変
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
夕
陽
と
ユ
ウ
ス
ゲ
が
美
し
い
季

節
を
迎
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
ツ
バ
ギ
ク
と
シ
バ
ザ
ク
ラ
の

苗
は
今
回
、
兵
庫
県
の
「
花
い
っ
ぱ
い
モ

デ
ル
助
成
事
業
」
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

6
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回
「
あ

じ
さ
い
彩
る
米
地
み
そ
祭
り
」
で
は
、
米

地
み
そ
や
山
菜
お
こ
わ
、
と
ち
も
ち
な
ど

地
元
の
手
造
り
の
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

集
落
へ
続
く
町
道
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

お
よ
そ
1
千
株
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
今
年
は

見
ご
ろ
が
例
年
よ
り
1
週
間
ほ
ど
遅
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
紫
や
水
色
の

色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
始
め
、
訪
れ
た
人

は
み
そ
と
ア
ジ
サ
イ
を
手
に
し
て
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

米
地
で
は
、
大
豆
の
栽
培
、
み
そ
の
生

産
販
売
に
取
り
組
み
、
村
お
こ
し
で
み
そ

祭
り
を
開
催
す
る
ほ
か
、
佐
津
小
学
校
の

大
豆
栽
培
・
み
そ
加
工
体
験
な
ど
に
協
力

し
、
早
く
か
ら
食
育
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

村
岡
林
研
グ
ル
ー
プ

「
緑
の
少
年
団
な
か
よ
し
の
森
」
の

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

（
村
岡
区
大
糠
）

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で

　
　

今
子
浦
が
さ
ら
に
き
れ
い
に

〜
７
月
は
ユ
ウ
ス
ゲ
と
夕
陽
が
見
ご
ろ
で
す
〜

（
香
住
区
境
）

第
11
回
米
地
み
そ
祭
り

色
鮮
や
か
、
ア
ジ
サ
イ
1
千
株　

　
　

（
香
住
区
米
地
）



を可能な範囲で解決策の助言を行う
ほか、必要な場合には近畿総合通信
局へ取り次ぎます。▲

但馬管内の推進員　
藤原道久　　℡080・1498・1128
山田庄吉　　℡080・1498・1129

◆８月１０日は「道の日」です◆
　道路は、私たちの毎日の生活を支
える欠くことのできない基本的な社
会資本ですが、あまりにも身近な存
在であるため、その重要性が見過ご
されがちです。

　8月10日の「道
の日」を契機に
もう一度見直し
てみませんか。

大腸検診（便潜血反応２日法）・
胸部検診（胸部エックス線）・骨量
測定・腫瘍マーカー▲

検査料金
１５，０００円▲

実施期間
平成１８年１２月末まで▲

申し込み方法
村瀬医院（℡0796・94・0003）へ
電話で直接申し込んでください。▲

問い合わせ先

役場健康福祉部健康課　　　　　　

　　　　　　　　℡0796・36・1111

◆電波適正利用推進員◆
　無線の知識を有する民間ボラン
ティアに「電波の適正利用に関する
活動」を委嘱しています。テレビ・
ラジオへの混信や障害に対する問題

　

公立香住総合病院　　　　　　36・1166

公立村岡病院　　　　　　　　94・0111

香住地域福祉センター　　　　36・4345

香住老人福祉センター　　　　36・5008

村岡老人福祉センター　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター　97・2202

　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111

　〃　　　南庁舎（建設課）　39・2058　

　〃　　　　〃　（下水道課）39・2053

　〃　　　村岡地域局　　　　94・0321

　〃　　　小代地域局　　　　97・3111

香美町教育委員会　　　　　　94・0101

　　　〃　　　　香住分室　　36・3764

　　　〃　　　　小代分室　　97・3966    

求人情報
ハローワーク香住
（職業安定所）

℡0796・36・0137
（平成18年 6月 22日現在、順不同）

▽正社員

事業署名 職種 年齢 人
数

㈱西山工務店 土木現場監督 22～ 45 2

( 有 ) 西本設備
電気工事 不問 1

配管工 不問 1

㈱伊藤組 土木施工監督 20～ 40 2

寺崎塗装店 建築塗装職人
（見習可） 55以下 3

カスミ化成㈱ 一般事務 18～ 45 1

( 有 )山本モータース 自動車・保険営業 不問 1

㈱伊藤梅商店 ｽﾀﾝﾄﾞｽﾀｯﾌ 30以下 2

餘部漁業生産組合 漁業従事者 20～ 50 2

( 有 ) 駒徳商店 水産加工、荷造り 50以下 1

(有 )三七十 接客係 不問 3

㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

平和焼肉 飲食、サービス係 不問 1

マルヨ食品㈱ 営業 50以下 2

美岡工業㈱
機械オペレーター 不問 3

組立オペレーター 不問 1

ヨシオカテクノ (有 )
機械オペレーター 不問 2

組立及び検査 不問 1

エイワ電器㈱ マシーンキーパー 20～ 40 2

㈱入江産業 機械加工
（オペレーター） 不問 3

社会福祉法人みか
たこぶしの里

看護員（看護師） 不問 4

介護員 不問 2

▽パートほか（正社員以外）

事業署名 職種 年齢 人
数

㈲北近畿環境開発 ゴミの手選別 不問 １

社会福祉法人香寿会 介護職員 不問 3

酒膳めいぷる 接客係 18～ 40 1

㈱伸和 クリーニング仕
上工 25～ 45 2

マルカツ水産㈱ 水産加工 不問 3

(有 )三七十
フロント事務 不問 1

接客係 不問 3

㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

マルヤ水産㈱ 水産加工員 50以下 3
社会福祉法人みかた
こぶしの里 嘱託介護員 不問 6

＜お詫びと訂正＞
　広報「ふるさと香美」第 15 号（平
成 18 年 6 月号）の記事の中に、以下
のとおり誤りがありました。関係者の
みなさまには大変ご迷惑をおかけいた
しましたことをお詫びして、訂正いた
します。
・12 ページの TownNews「育て！生き
物を大切にする心」のタイトル中、「村
岡区出会」とありますが、
　正しくは「村岡区川会」でした。
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◆公立豊岡病院から7月以降の診療体制変更のお知らせ◆▲

消化器科縮小に伴う診療体制変更について
・消化器疾患の患者さんは、総合内科（消化器科）で診察します。（従来から
ある総合内科でも受診可）。
・平成 18 年３月時点では、５人の医師体制でしたが、７月以降は２人体制と
なります。（このほかに、週１回日高病院からの応援診療があります。）また、
豊岡市医師会の協力により、大腸内視鏡検査は舟木外科胃腸病院から医師の
派遣を受けて行っています。
・救急患者さんのうち重度の消化管出血等については、専門医がいないため
豊岡病院で受け入れできないことがあります。
・７月以降の総合内科（消化器科）の外来診療は次のとおりです。診療枠数
が大幅に減少していますので、当日お越しになっても受診できないことがあ
ります。ご理解とご協力をお願いします。・

７月以降の総合内科（消化器科）の曜日ごとの診療体制

▲

小児科の外来診療日の一部変更について
・午後の一般診療は水曜日のみ
　これまで小児科の一般診療（予約でない患者さん）は、午前は毎日、午後は月・
水・金曜日の３日間行っていましたが、小児科医師の減員により、７月から
午後診療は水曜日のみとなっています。ご了承ください。
　なお、午後の予約診療については変更ありません。
・７月以降の小児科の診療体制

▲

問い合わせ先
公立豊岡病院管理部医事課　　　　　　　　　　　　℡0796・22・6111

診療科名 午前・午後 月 火 水 木 金
総合内科

（消化器科）

午前 初診 （休診）初診・再診 予約診（薬）（休診） 初診

午後 再診 予約診 （休診） （休診） 再診

曜日 月 火 水 木 金
午前 初診・再診 初診・再診 初診・再診 初診・再診 初診・再診

午後 予約診
（腎臓・心臓外来）

予約診
（アレルギー外来）

初診・再診
予約診
（発達外来）

予約診
（アレルギー外来）

予約診
（神経外来）
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小代区

み期間中、休まず営
業します。※なお、
パスポート作成の際
は、学生証の提示又
は保護者の同伴が必
要です。▲

問い合わせ先
かすみ・矢田川温泉
℡0796・37（みな）・1126( いいふろ )

◆人間ドックのお知らせ◆

　村瀬医院（村岡区）において人
間ドックを行います。病気の早期
発見、健康管理に役立ててくださ
い。▲

対象者
　香美町にお住まいの４０歳以上
の方（町ぐるみ総合健診等他の健
診を受診された方は除きます）▲

検診項目
基本健康診査（身体計測・血圧測定・
血液検査・尿検査・心電図・診察）
胃部検診（胃カメラ・腹部エコー）・

▲

開催日時
8月 5日（土）、6日（日）▲

開催場所
コウノトリ但馬空港▲

入場料・駐車場
無料▲

問い合わせ先
コウノトリ但馬空港フェスティバ
ル実行委員会　℡0796・23・1401

◆かすみ・矢田川温泉
学割パスポートの販売◆▲

対象期間 ( 通常、１か月間 )
夏休み期間中 ( ７/20 ～８/31) ▲
対象範囲 ( 通常、小学生のみ )
小学生～高校生以下▲

料金 ( 通常、小学生 3,000 円、中
学生以上 4,500 円 )
3,000 円（3歳未満は無料）▲

その他
かすみ・矢田川温泉は今年も夏休

けいじばん
◆木の殿堂特別企画

「押し花絵展」◆
　山本ふう氏（豊岡市在住）が野
草や樹木を使用し製作した押し花
絵を展示します。▲

開催期間　
7月 11 日 ( 火）～ 8月 31 日（木）▲

展示場所　
木の殿堂　南ホワイエ▲

問い合わせ先
県立兎和野高原野外教育センター
木の殿堂　　　　℡0796･96･1388

◆都市計画道路の廃止
　　　及び変更に関する説明会◆
　都市計画道路の見直し検討に伴
い、予定している境線、香住一日
市線の 2路線の廃止について説明
会を開催します。▲

開催日　
7月 26 日（水）19 時 30 分～▲

開催場所　
香住区中央公民館視聴覚室▲

問い合わせ先
役場建設部建設課

　℡0796・39・2058

◆母子家庭等特別巡回相談◆
　相談は無料で専門相談員が相談
にあたります。▲

対象
母子家庭のお母さんと子ども、

寡
か ふ

婦又はこれに準じる女子・父子
家庭のお父さんと子どもの方▲

開催日
8月 4日（金）▲

開催場所
養父市文化会館（養父市役所隣り）▲

問い合わせ先
新温泉健康福祉事務所

℡0796･82･3161

◆コウノトリ
　 但馬空港フェスティバル '06◆
　迫力満点の曲技飛行、スカイス
ポーツ機のデモフライト、体感フ
ライトなど。

開　　催

そ の 他

◆のじぎく兵庫国体デモスポ行事参加者募集中◆
　のじぎく兵庫国体の開催に伴い、町内各区で実施されるデモンスト

レーションとしてのスポーツ行事の参加者を募集しています。

▲

開催日　
9月 30 日（土）▲

開催場所　
柴山湾特設コース▲

競技内容　
ｶﾇｰﾏﾗｿﾝの部　　　10㎞
ｶﾇｰｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞの部 6㎞　▲

申込締切　
7月 14 日（金）▲

問い合わせ先
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　　℡0796・36・2467

カヌーマラソン

▲

開催日　
10 月 1日（日）▲

開催場所　
小代中学校グラウンド
(仮称 ) 香美町健康福祉グラウンド・
ゴルフ場

グラウンド・ゴルフ

▲

開催日　
10 月 8日（日）▲

開催場所　
県立兎和野高原野外教育ｾﾝﾀｰ周辺▲

競技内容　
瀞川渓谷健脚 9㎞コース
自然ふれあい 7㎞コース▲

申込締切　
7月 31 日（月）▲

問い合わせ先
村岡区中央公民館

℡0796・98・1366

ウォーキング

▲

申込締切　
7月 28 日（金）▲

問い合わせ先
教育委員会小代分室

　　　℡0796・97・3966

香住区 村岡区



7 月 1 日海開き 
　　ヘ行こう！
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　　　　本番！照りつける太陽、青い海、白い砂、もう水
浴びせずにはいられません。町内には、東から安木浜、佐津、
柴山、今子浦、香住浜、三田浜の６箇所の海水浴場があり
ます。リアス式海岸で変化に富んだ海岸線には、今子浦の
ように磯辺の生き物の観察ができる千畳敷が隣接するとこ
ろや砂浜が広がるところなど、それぞれ特徴ある海水浴場
があります。
　泳ぐもよし、浜辺でのんびりするもよし、浮き輪にもた
れて波間に揺れるもよし、暑さで火照った体を冷やし、身
も心もリラックスさせましょう。
　また、香住海岸は、「日本の夕陽百選」にも選ばれており、
水平線に沈む夕陽も見逃せません。夕涼みにぴったりの漁
火も見逃せない季節です。どうぞご家族で、友人と、恋人
と香住海岸へお出かけください。　　

　

少
子
化
問
題
は
、
大
変
大
き
な
問
題
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
今
、

み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

結
婚
相
談
員
主
任
阿
瀬
さ
ん
と
の
話
の
中

で
、「
最
近
は
、
家
庭
内
で
の
会
話
が
十
分
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
よ
く
感
じ
る
」
と
い
う

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
両
親
か
ら
「
う
ち

の
子
の
相
手
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
相
談
を

持
ち
か
け
ら
れ
、
実
際
、
本
人
に
会
い
に
行

く
と
、
本
人
に
は
ま
っ
た
く
そ
の
気
が
な
い

こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
で
は
話
に
な

り
ま
せ
ん
。「
一
日
に
一
回
は
、
家
族
み
ん
な

が
顔
を
合
わ
せ
る
時
間
を
と
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
」
と
阿
瀬
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

少
子
化
問
題
は
、
い
ろ
ん
な
要
素
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
が
、
夫
婦
、
親
子
、

家
庭
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
で
は
、
今
日
、
子
ど
も
が
学
校

で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
き
た
か
、
お
じ
い
さ

ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
「
隣
は
何

を
す
る
人
か
？
」
と
い
う
状
況
が
よ
く
あ
る

そ
う
で
す
が
、
一
つ
屋
根
の
下
に
い
て
も
「
家

族
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？
」
な
ど
と
な
ら

な
い
よ
う
、
家
庭
で
の
会
話
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
西
）

編
集
後
記

★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

海

夏

まちのうごき
（平成 18年 6月 1日現在）

合　計　22,368 人（－  8）

　男　　10,663 人（－  6）

　女　　11,705 人（－  2）

世帯数  6,951 世帯（－  6）
カッコ内は前月比

この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。

海
水
浴

漁
　
火

夕
　
陽
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▲ 7 月 1 日海開き（今子浦海水浴場）




